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【手続補正書】
【提出日】平成29年12月1日(2017.12.1)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　ＤＮＡワクチンをデリバーする方法に使用される局所ＤＮＡワクチンであって、前記方
法は：
　一又は複数の孔（pores）を開けるために十分な期間、処置エリアにプラズマ処置する
ためのプラズマジェネレータを供給すること；
　前記局所ＤＮＡワクチンを前記処置エリアに適用すること；
　前記局所的に適用したＤＮＡワクチンが前記一又は複数の孔を通じて移動可能となるま
で一定時間待つこと；
　細胞への前記ＤＮＡワクチン摂取を十分に促進できるセッティングで前記処置エリアへ
プラズマ処置すること；
　を含む、局所ＤＮＡワクチン。
【請求項２】
　一又は複数の孔を開口するのに使用される前記プラズマは大気圧下で周囲の空気を用い
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生成される請求項１に記載の局所ＤＮＡワクチン。
【請求項３】
　一又は複数の孔を開口するのに使用される前記プラズマは、マイクロ秒パルスプラズマ
及びナノ秒パルスプラズマのうちの一つであり、好ましくは一又は複数の孔を開口するの
に使用される前記プラズマは誘電体バリア放電（ＤＢＤ）プラズマ及びナノ秒パルスコロ
ナ配列（corona array）のうちの一つである請求項１に記載の局所ＤＮＡワクチン。
【請求項４】
　前記ＤＮＡワクチンが前記一又は複数の孔を通じて移動可能となる前記一定時間は約１
時間未満であり、好ましくは約３０分未満である請求項１に記載の局所ＤＮＡワクチン。
【請求項５】
　前記細胞への摂取は表皮細胞で発生する請求項１から請求項４のいずれか１項に記載の
局所ＤＮＡワクチン。
【請求項６】
　前記細胞への摂取は真皮に存在する免疫細胞内で発生する請求項１に記載の局所ＤＮＡ
ワクチン。
【請求項７】
　前記細胞への摂取は組織細胞で発生、又は、前記細胞への摂取は腫瘍細胞で発生する請
求項１から請求項４のいずれか１項に記載の局所ＤＮＡワクチン。
【請求項８】
　非侵襲性ＤＮＡワクチン接種システムであって：
　スキン、組織又は腫瘍の表面に適用するための局所ＤＮＡワクチン；及び
　スキン、組織又は腫瘍へ第一のプラズマ処置を提供して前記スキン、組織又は腫瘍に一
又は複数の孔を開口し、そして、スキン、組織又は腫瘍へ第二のプラズマ処置を提供して
スキン、組織又は腫瘍の一又は複数の細胞に前記ＤＮＡワクチンを摂取させるプラズマジ
ェネレータ；
　を含む非侵襲性ＤＮＡワクチン接種システム。
【請求項９】
　前記プラズマジェネレータは、マイクロ秒パルスＤＢＤプラズマジェネレータ、ナノ秒
パルスＤＢＤプラズマ及びナノ秒パルスコロナのうちの一つである請求項８に記載の非侵
襲性ＤＮＡワクチン接種システム。
【請求項１０】
　ＤＮＡワクチンを身体にワクチン接種する方法に使用されるＤＮＡワクチンであって、
前記方法は：
　パルスプラズマでエリアを処置すること；
　前記処置されたエリア上に前記ＤＮＡワクチンを局所的に適用すること；及び
　細胞がプラスミドＤＮＡを摂取するのに十分なパワーセッティングで前記処置されたエ
リアの前記表面にプラズマ処置すること；
　を含む、ＤＮＡワクチン。
【請求項１１】
　前記ＤＮＡワクチンの局所処置と前記処置エリアの前記表面へのプラズマ処置の間に、
一定時間待つことをさらに含む請求項１０に記載のＤＮＡワクチン。
【請求項１２】
　前記一定時間が約１時間未満、好ましくは、約３０分未満である請求項１１記載にのＤ
ＮＡワクチン。
【請求項１３】
　ＤＮＡワクチンを身体にワクチン接種する方法に使用されるＤＮＡワクチンであって、
前記方法は：
　前記スキン、組織又は腫瘍に開口し、前記細胞に孔を作成するのに十分なパワーセッテ
ィングで、前記スキン、組織又は腫瘍の前記表面にプラズマ処置すること；
　前記ＤＮＡワクチンを前記処置エリアに局所的に適用することにより、スキン、組織又
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は腫瘍に作られた孔を通じて移動させ、前記スキン、組織又は腫瘍の前記細胞に作られた
前記複数の孔を介して細胞内に摂取されること；
を含むＤＮＡワクチン。
【請求項１４】
　一又は複数の孔を開口するのに使用される前記プラズマは大気圧下で周囲の空気を用い
生成される請求項１３に記載のＤＮＡワクチン。
【請求項１５】
　一又は複数の孔を開口するのに使用される前記プラズマはマイクロ秒パルスプラズマ及
びナノ秒パルスプラズマのうちの一つであり、好ましくは一又は複数の孔を開口するのに
使用される前記プラズマはＤＢＤプラズマ及びパルスコロナプラズマのうちの一つである
請求項１３に記載のＤＮＡワクチン。
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